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江戸中期の越中のトキ
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図5．1636年にトキの放鳥された地点（加茂家文書の越中御烏見被仰御渡帳)，トキなどの駆除願いを提出した村々
（内山家文書の1742年の諸事留帳），鷹狩でトキが捕獲された場所（加茂家文書の1789年，1792年の留帳）を現
在の富山県の地形図に対応させた。一点破線は，現在の市町村境。下記の括弧は現在の地名。
●トキが放鳥された村々 。l・今石動（小矢部市今石動)，2．年代村（福野町年代)，3．宗守（同町宗守)，4．香城寺村
（福光町香城寺)，5．度谷村（同町広谷)，6．樋瀬戸村（同町樋瀬戸村)，7．嫁兼村（同町嫁兼)，8．野口村（城端町野
口)，9．原村（城端町上原）
▲駆除願いの出された村々 。1．打出村（富山市打出)，2．布目（同市市布目)，3．利波新村（同市利波)，4．中沖村（同
市中沖)，5．八町村（同市八町)，6．埜新二つ屋（同市北ニツ屋)，7．高木村（同市高木)，8．埜口村（同市野口)，9．
北代村（同市北代)，10．針原村（同市八ケ山)，11．小竹村（同市呉羽町)，12．吉作村（同市吉作)，13．住吉村（同市住
吉)，14．土代村（小杉町土代)，15．者年村（婦中町羽根または富山市羽根)，16．長沢村（婦中町長沢）
◆鷹狩でトキが捕獲された場所。1．天正寺村（富山市天正寺)，2．今開発村（大島町今開発)，3．江尻村（高岡市江尻)。
破線で囲った部分：魚津より小出（魚津市より富山市水橋小出）
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南部久男
図a トキの放烏された地域の現在の様子（1999年7月6日
撮影）。下記の括弧は古文書の地名。
1．小矢部市今石動（今石動），2．福野町年代（年代村)ミ
3．福光町宗守（宗守），4．同町香城寺（香城寺村），
5．同町広谷（唐谷村），6．同町樋瀬戸村（樋瀬戸村），
7．同町嫁兼（嫁兼村），8．城端町野口（野口村），
9．同町上原（原村）
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富山県東部の平地の生息状況は不明である。
江戸時代の砺波平野や射水平野には，小矢部川や庄
川の洪水によってできた不湖と呼ばれる水溜まりのあ
る雑木林が多く見られたことが知られている（小矢部
市史編慕委員会編，1971a）o江戸時代の砺波郡には，
トキ等の水鳥に，エサ場や営巣地を提供してくれる良
好な生息環境が多くあったと思われる。
3．江戸後期前半のトキの生息状況
以上のように，放鳥後（1636年）から100～150年間
は，トキは越中の中央部から西部の平地に広く分布し，
その生息数も比較的多かったと推測される。
加賀藩では，藩政時代を通じ，新田開発が奨励され
ていた（小矢部市史編幕委員会編，1971a）。「加茂
家烏見役留帳」の内容は，トキの営巣木のある藩有林
が開墾されることになり，烏見役である庄左エ門が，
三代藩主利常の御意向を尊重し，トキ営巣林の保護の
ため，止めるよう求めているものである。十村の砺波
郡大西村嘉平が開墾を願い出て許可されていることよ
り，放烏後150年以上たち，藩の役人には，藩が指定
したトキの営巣する栗の御林であるという意識も薄れ
ていると思われる。それに対し，烏見役が先代の御意
向を尊重し，保護を訴えていると推測される。砺波郡
で放鳥後も150年以上は繁殖定着していた反面，藩有
林である栗林の開墾が許可されていることより，栗の
御林やその周辺のトキの生息環境がしだいに悪くなっ
ていったと推測される。
広瀬（1998）は，伊藤文書（富山県立図書館蔵）の
1842年（天保13年）の御用留に「鴇羽拾集可指出旨」
と上下新川郡役所から触れ渡されていることを紹介し
ている。加賀藩史料（表3，N0.3）には「新川郡迄拾
羽少々宛て毎歳指出候得共，其外御郡方等より一切指
出不申候に付き」（1822年，文政五年）とあり，新川
郡以外からは羽の提出が滞っていることを報告してい
る。表3，N0．4，5，6の1832年（天保3年），1841年
(天保12年），1846年（弘化3年）にも同様の記述が
ある。前述の1で述べたように1692年～1714年には砺
波郡からは多い年で200羽近いトキの羽が藩に提出さ
れたことを考えると，砺波郡ではトキの生息数は比較
的多かったと考えられる。このようなことから，江戸
後期前半（1832～1841年）には，越中の新川郡には羽
を収集できるほどトキが生息していたが，砺波郡には
羽の収集が困難であるほどトキが少なくなったと推測
される。また，表3，N0．3の中には「其上近年は鴇丸
羽肉付之儀に而所々指出，責買仕候鉢に相聞申候。」
とあり，NO6のも同様の内容の記述がある。これは，
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トキの羽が藩に提出されずに売買されている内容であ
り，このような不正と思われるトキの捕獲も少なくなっ
た原因の一つと考えられる。
このように，放鳥後200年頃には，開墾などにより
トキの生息環境は悪くなり，砺波郡などでは少なくなっ
たと推測される。
4．加賀藩によるトキの羽の収集
加賀藩史料によれば，加賀藩はトキの羽を集めるよ
う通達を出し，最も早い時期は，1661年（寛文元年＞
である（表3）。文政5年の表題は，「矢を製するが
為鴇等の落羽を藩に提出すべきことを真議す」とあり
(表3），その内容には「文化5年矢天井御用御矢被
仰付候狗も…」とある。上述の加茂文書②－3）には
｢…御用などの節指し支え申すべくと存じ奉り候」と
あり，必要な時に困るという内容である。実際に，
1692年～1714年にかけトキの羽の請取状が残っている
(広瀬，1998）。このようにトキの放鳥の主たる目的
は，トキの増殖をはかり，羽を集め矢羽にすることと
,思われる。
摘要
1）江戸時代のトキの生息状況を知るため，加茂家文
書(富山県小矢部市)，過眼録（笹島，1926），内山
家文書（富山市），加賀藩史料第三編，十二編，十
三編，十四編，十五編（前田育徳会編，1930,194Q
1941,1943）等を調査した。
2）加茂家文書の「越中御烏見被仰渡帳」によれば，
1636年に越中の西部の小矢部川流域9箇所に近江
（滋賀県）から取寄せられたトキ100羽が放鳥され定
着した。
3）加茂家文書の1803年6月8日付けの留帳によれば
トキの放鳥地である9箇所はトキの営巣地として変
化していない。その内の3箇所の小院瀬見村，嫁兼
村，嫁兼村（3箇所とも現在の福光町）のトキの営
巣地である御林が開墾されようとしており，憂慮し
ている。
4）過眼録（笹島，1926）の，1783年の内山家文書の
写しによれば，トキが放鳥された原村の御林はトキ
が定着し，里人が「鴇の林」と呼んだ。
5）内山家文書の1742年の諸事留帳によれば，1742年
4月15日付で，現在の富山市呉羽丘陵周辺から海岸
沿いの16力村が，苗を踏み荒らす黒鴨，とき，から
鷺，雁を例年の通り駆除してほしと富山藩庁に願い
でている。
6）1738年書き上げの郡方産物帳によれば（盛永他，
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1985），越中，加賀，能登，越前にはトキが記録さ
れ，越中では，砺波郡，射水郡，新川郡に記録され
ている。
7）広瀬（1998）が紹介している太田家文書（現小矢
部市）に記述されているトキの羽の請取状（1692年
～1714年のもの）の内，1696年の合計は197羽分
（丸羽物計89枚，片羽物計117枚）になる。
8）加賀藩史料（第3編，13編，14編，15編）によれ
ば，1661年，1822年，1832年，1841年，1846年にト
キの羽収集の通達が出されている。1822年，1832年，
1841年，1846年の通達には，新川郡以外からは羽の
提出が滞っていることが記述されている。
9）加賀藩史料（第12編及び13編）によれば，1789年
と1792年の鷹狩の記録の中で，現在の魚津市から富
山市の平地，大島町及び高岡市の平地でトキが捕獲
されている。
10）上述の2），3），4）から，江戸中期に小矢部
川流域にトキが放鳥され定着し，その後増え，150
年間放鳥地で繁殖し定着していたと思われる。
11）上述の3），4），5），6），9）から，江戸
中期には，トキは越中の中央部から西部の平地に広
く生息していたと推測される。
12）2）及び8）から，開墾等の影響で，江戸後期前
半にはトキの生息地は次第に悪化し，少なくなった
可能性がある。
13）8）から，放鳥の主な目的は矢羽作製のためと考
えられる。
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